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集落の空間図式

2.序列化

3.圏域化

4.記号化

システムとして機能してきた共同体の制度が
幾何学的な構図として集落の景観に表れたもの

集落形成のダイアグラム
1.立地場所の選定

地形の特異点
丘の頂・山の稜線，崖の縁・山の麓などの遷急面や遷緩面，
谷筋や河川，海岸の水際や中州

対内的な支配の体系 対外的な防御の体系
相補的

空間を誘起する潜在力

境界の策定 可視／不可視，強度の設定
閾のあり方

集落の全体構成や建物の形態が何を表象するか

思考回路は無数→集落形態の多様性，空間の独自性



地形の特異点に立地する例
サントリーニ島のティラ（ギリシャ）
巨大なカルデラが海に陥没してできた島
ティラの街はカルデラのエッジに位置

崖の反対側はなだらかな斜面でぶどう畑
̶無防備で防衛目的とも考えられない

火山性地震の多発地帯で，
港と街の往来には800段余の階段の昇降が必要
̶危険で不便な場所に敢えて立地

地形上の特異点に立地
することによる差違性
の創出



序列化と中心概念

1. 中心を明示する方法

2. 意図的に中心を消去する方法

1) 中心が1つの場合

2) 中心が複数の場合

単峰型のポテンシャル場

多峰型のポテンシャル場

中心と周縁
という対概念が発生

城や教会を中心に成立した集落

いくつかのクラスタから全体が成り立つ場合

1) 内部をある水準のポテンシャルで満たすやり方

2) 限りなくゼロに近い水準に設定するやり方

イスラム圏のメディナ
同質な住居が加算的に広がり中核となる施設に乏しい

アンデスのインディオ集落
広大な土地に住居がどこまでも点在

圏域が明示的

圏域が暗示的



a) 西欧の中世都市
カテドラルと前面広場：街の中心

b) 中南米のコロニアル・スタイルの都市
支配の構造が明示的
・街の中央に位置する広大な矩形広場と
　スケールアウトした教会
・地形を無視して強引に引かれた
　グリッドプランの道路

c) 東欧の中世都市
東ドイツ植民運動に伴う市場町を起源
・町の中央広場̶商店，ギルドホールと市庁舎
・教会は中心を外した位置に立地

中心が1つの場合の代表例

Petres(スペイン)

Poznan(ポーランド)

その周囲に公益施設や有力者の家屋が立地



Petres(スペイン)



Calahorra(スペイン)



San Gimignano(イタリア)



Korcula(クロアチア)



Dubrovnik(クロアチア)



Poznan(ポーランド)



Wroclaw(ポーランド)



Jelenia Gora
(ポーランド)



Jelenia Gora
(ポーランド)



意図的に中心を消去する方法
2) 限りなくゼロに近い水準に設定するやり方 の例

アンデスのインディオの離散型集落
・監視と伝達のネットワークが存在
・攻撃目標を分散させることにより被害を最小限に食い止める仕組み

マイノリティ集団の集落に
多く見られる
・全滅を防ぐ
・等質性により，
　境界条件が緩やかで
　規模の拡大が容易



圏域化と領域概念

内界 外界
閾

領域の閉鎖の度合いを調整

開と閉しかないもの ／　連続的に変化できるもの
境界の一部が特化したもの ／　エリアとして設定されるもの

扉，窓 ベランダ，前室，ホワイエ

境界 可視的なもの

不可視のもの

物理的なアクセスを制御する装置
城壁，防塁，塀，柵，堀割

閾＝門

明示されていないが当事者には察知できる一線
インドのトーラ
同一カーストの人々が集まって形成するエリア
̶住居の規模，素材，構法，装飾等に
　階級差が歴然と可視化

境界

閾



配列の論理

上下，前後，左右，高低，カミ／シモ，表／奥，方位，順序，層序など
1. モノの位置関係あるいは序列の状況を示す概念

2. フィジカルなパターンを示すもの
線形，クラスタ，ロ字，T字など

→内部の領域区分を示す

→領域区分された内部でモノを律する際の拠り所

部族ごとに独自の空間概念



記号化と表象作用

モノを集落内のどの位置にどのように配するか→モノが付帯する意味

モノが記号として機能
住民の共有の意識が必要
モノが特別な存在であることを集落の内外に明示する必要

スケールアウト，異形，特異な用途，様式化した配列

極端に大きいものや小さいもの
→技術的な卓越性を誇示

集落の独創性→アイデンティティの醸成

記号化されたモノ 共同幻想

サダン・トラジャの集落
（インドネシア）



イエメンの城塞都市アル・ハジャラ

紅海沿岸部と山岳地帯を結ぶ交易路の中間地点付近に位置
街の起源は12世紀 標高2,300mの山頂に位置
山頂の僅かな平坦地を囲繞するように住居が配置
塔状住居の下層部には窓がなく隣棟との隙間には石垣
：街全体が石の要塞
内部は不規則に折れ曲がった細い路地が巡る
中央に小さな広場
山嶺という地形的な特異点の上に
更に人工的な石の要塞を築き特異性を倍加

ハラズ山地　
山々の頂に望楼のような集落が点在
各々が割拠し互いに相手を見張る排他的な構成

求心的な集落の事例 1



イエメン  サヌアの高層住居

砂漠と紅海を結ぶ交易ルートと紅海沿いの山岳ルートの要衝
シバ王国の時代から栄える 標高2,200mに位置
南北約1km，東西約1.5km
厚さが4mに及ぶ土塁で囲まれ，5つの城門が設置
45のハラー（街区），42のモスク，64のミナレット，
20のサムサラート（隊商宿），17のハンマーム（公衆浴場）
市街地の中にブスタン（菜園）が取り込まれている：モスクに寄進された農地
水の確保が難しいため

住居は5~8階建て　
下層2~3階:石造/上層部:焼成煉瓦か日干し煉瓦

市街地を城壁で囲み強固な境界を形成
街の中心:  セントラルスーク(市場)と
                 サムサラート

城門からスークに至る道：直線路
住宅地を縫う小路：不規則に折れ曲がる

求心的な集落の事例 2

ブスタン

セントラルスーク



イエメン　シバーヌの高層住居

旧南イエメン:　
アラビア海に沿った丘陵地帯に
多くのワディ（涸谷）が形成

ワディ・ハドラマート
全長200kmの巨大な峡谷
インドとヨーロッパを結ぶ隊商路のひとつとして栄える
シバーヌ：谷の要衝にある城塞都市
歴史は創世記まで遡る
13世紀，16世紀の大洪水を経て
格子状の街路をもつコンパクトな姿に進化

四周を城壁に囲まれ，
城門は1つ

城門を入ると市場と宮殿

城内には7つのモスク，
2つの宮殿，学校，病院

7haに約500戸，7000人が住む超高密度居住地

求心的な集落の事例 3

ワディに面する土塁上に立地

城壁と建物の関係



ムザップの谷の7つの街

イスラムの旧市街メディナ
迷路状の不規則な道と，壁を共有しながら連続するロ字型の住居が特徴
ロ字型住居の中庭：風と光を程よく取り込む

都市計画的にも機能̶
不整形な敷地割りや微妙な地形の変化に対応する
住居の形の歪みを吸収
→どの方向にでも加算的に住居の増殖が可能

ムザップの谷の街

歴史は11世記に遡る
谷底の可耕地を避け，周辺の丘陵地に立地

イラクを追われたイスラムの宗派とベルベル人の混交→モザハイト：谷の住人
街は城壁で囲まれる
城門から続く道はまっすぐ市場に到達
コロネードが四周を巡る矩形の広場
モスクを中心に丘を覆う集落 ̶全ての住居からミナレットが見えるための秩序

建物の高さ7.5m以下 全ての道は昇り詰めるとモスクに至る
全ての住居は階層性を示してはならない，などの空間的な戒律

求心的な集落の事例 4











Rabat（モロッコ）



市場（ガルダイア）

ミナレット（ガルダイア）

エル・アトフ

ブウ・ノウラ

ベニ・イスーゲン

メリカ

ガルダイアの街路谷の全景

クサールの領域を丘に同調させ，
頂にモスクの塔
→街の象徴性を昂揚
：地形と同調することにより
　塔が実際より遥かに高く聳えて見える



離散型の集落の事例
イラクのアブ・ソウバット

アラブ河の河口付近の沼沢地に立地
葦を敷き詰めた人工の島に居住
ひとつの家族がひとつの島をもつ
島の間の交通手段はカヌー
島と島の間の空きの空間に監視のネットワークが張られる
視覚的・聴覚的に交信可能な距離を保ちながら均等な間隔で住居を配置

ボロノイ図形：１つの住居の守備範囲
デロネイ網：監視のネットワーク



幾何学から発生する場の状況 1
棟が対面する形式
̶トバ・バタック族の集落

集落の周囲は土塁や堀割で囲む
方位軸に沿った矩形の広場を挟んで
住棟と穀倉が対峙
広場：日常的には屋外の作業場，
　　　ハレやケの日には儀式の舞台

対面する異なる要素
̶２つの領域に空間が分割

間に両者の閾となる媒介空間が発生
̶2つの領域の連結機能，表舞台となる場の設営

表と裏という対概念の発生
空間の表裏の明示 ̶場面性の高揚



̶インドネシア　南ニアスの高床住居

幅員の広い広場的な通りを中心に山の稜線に沿って配置
通りに沿って1列の住居が隙間なく並ぶ
通りに沿った前庭は穀物や洗濯物を干す場，住居の裏手は緩斜面の菜園
通りの中央部に集会所が立地

線形の配置
幾何学から発生する場の状況 2

集会所の立地する中央広場

通りに沿って立ち並ぶ住居



̶アンダルシアの地下住居

クエバス（穴居住宅）
⇔カーサ（一般の住宅）

ジプシー出身の民族が居住
: 差別されてきた存在

細かな凹凸をもつ丘の凹地に造られる
数戸が窪んだ部分を小広場として共有
周囲の崖地に房状に横穴が掘り込まれる
小広場には井戸があり，
物干し場，子供の遊び場，住民の語らいの場として活用

: コミュニティの日常的な中心

房状の配列が実現している集落事例は稀
弱小組織であるためにクラスタ化している

幾何学から発生する場の状況 3
クラスタ型の配置





̶環形土楼（客家の住居）

周辺の先住民族や外敵に対して団結して防御する必要
土着の城塞建築と漢民族の囲み型の住居の融合→環形土楼という特異な形式
大きな土楼では600人ほどが居住̶血のつながった一族

１つの家族は縦方向に区割りされた4層の区画を保有
̶上階と下階，楼の中での場所などによる
　有利・不利が生じるのを極力避ける
同族の内部の階級性を避けるため，
楼の内部を意図的に同質化
：大集団がひとつの建物で
　共同生活する際の知恵

幾何学から発生する場の状況 4
場のポテンシャルの同質化


